
程
極
明 

著 

『 

洪 

流 

』 

連
載
第
二
回
（
５
～
９
） 

抄
訳 

井
手
淑
子 

 

《
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
》 

 

１
９
３
７
年
７
月
の
盧
溝
橋
事
件
の
時
、
主
人

公
の
小
宝
は
８
歳
の
小
学
生
。
８
月
か
ら
の
日
本

軍
の
南
京
空
爆
は
日
増
し
に
ひ
ど
く
な
り
、
一
家

は
１
０
月
末
に
、
長
江
沿
い
の
蕪
湖
に
逃
れ
た
。

し
か
し
日
本
軍
の
作
戦
変
更
に
よ
り
、
街
は
十
日

十
晩
焼
か
れ
た
。 

 

そ
の
間
に
南
京
で
は
、
１
２
月
１
３
日
か
ら
６

週
間
、
市
内
に
入
っ
た
日
本
軍
に
よ
り
、
多
く
の

無
辜
の
市
民
が
老
若
男
女
を
問
わ
ず
殺
さ
れ
、
死

体
は
長
江
に
あ
ふ
れ
、
通
り
に
も
凍
っ
た
ま
ま
長

く
積
み
上
げ
ら
れ
た
。（
い
わ
ゆ
る
南
京
虐
殺
）
。 

  

当
時
南
京
に
い
た
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
の
外
国
人
が
安
全
区
を
設
け
、
避
難
民

を
助
け
た
。
し
か
し
、
そ
こ
も
安
全
で
は
な
く
、

や
っ
て
き
た
日
本
兵
が
多
く
の
若
い
女
性
を
連

れ
去
り
、
強
姦
し
、
恥
辱
に
ま
み
れ
た
彼
女
た
ち

は
、
長
江
に
身
を
投
げ
、
戻
っ
て
は
来
な
か
っ
た
。 

 

小
宝
一
家
は
翌
年
の
春
、
す
っ
か
り
荒
れ
果
て

た
南
京
に
戻
っ
た
。
中
国
の
未
来
に
不
安
を
も
つ

若
者
た
ち
は
、
仲
間
を
求
め
、
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
た
り
、
中
国
共
産
党
や
そ
の
指
導
下
に
あ
る
新

四
軍
な
ど
の
抗
日
組
織
へ
と
つ
な
が
り
を
も
と

め
て
い
っ
た
。
小
宝
の
姉
、
秀
華
と
友
人
た
ち
も
、

高
校
生
と
し
て
そ
の
輪
の
中
に
入
ろ
う
と
し
て

い
た
。 

 

＊
連
載
第
一
回
（
１
～
４
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
時
事
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
」
欄
・
第
⒒
回
（
２
０

１
６
年
１
０
月
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

５ 

小
宝
の
姉
、
秀
華 

  

１
９
３
８
年
の
春
節
後
、
林
家
の
一
行

は
南
京
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
店
員
の
小

王
は
借
家
を
探
し
家
具
を
そ
ろ
え
た
。
一

行
は
、
見
渡
す
限
り
荒
れ
果
て
た
南
京
に

戻
っ
た
。
道
に
は
誰
も
い
ず
、
街
路
樹
の

梧
桐
は
葉
を
落
と
し
、
冷
た
い
風
に
蕭
蕭

と
鳴
っ
て
い
て
、
あ
た
か
も
苦
難
に
あ
え

ぐ
人
々
の
泣
き
声
の
よ
う
だ
っ
た
。
小
宝

は
す
ぐ
に
祖
母
の
家
に
行
き
、
従
兄
の
希

鷹
と
語
り
合
っ
た
。
二
人
の
小
学
校
は

別
々
だ
っ
た
が
、
日
曜
日
に
は
一
緒
に
遊

ん
だ
。 

 

金
女
大
の
難
民
避
難
所
は
役
目
を
終

え
、
華
女
史
は
多
く
の
中
国
人
か
ら
「
生

き
仏
」
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
美
し
い
校

庭
と
職
員
を
守
る
た
め
、
付
属
の
中
学
校

を
作
り
、
全
寮
制
に
よ
っ
て
女
学
生
の
安

全
も
図
っ
た
。
小
宝
の
二
番
目
の
姉
、
秀



華
も
入
学
し
た
。 

 

秀
華
に
は
こ
の
学
校
は
ま
る
で
宮
殿

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
美
し
い
緑
の
芝

生
、
ホ
ー
ル
、
光
沢
の
あ
る
床
・
・
・
・
。

そ
し
て
校
舎
の
前
の
広
い
芝
生
に
、
一
本

の
小
さ
な
道
が
あ
る
の
が
目
に
入
っ
た
。

そ
れ
は
、
当
時
１
万
人
以
上
の
難
民
が
毎

日
お
粥
を
も
ら
い
に
通
っ
た
道
で
あ
り
、

彼
女
が
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
ず
っ
と

草
が
生
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
女
に
、

あ
の
悲
惨
な
日
々
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
注
意
を
促
し
て
く
れ
た
。 

 

華
女
史
は
本
名
ミ
ニ
・
ヴ
ェ
ト
リ
ン
。

イ
リ
ノ
イ
大
学
を
卒
業
後
、
伝
道
と
学
校

開
設
の
た
め
に
中
国
に
や
っ
て
き
た
。
１

９
１
９
年
以
来
ず
っ
と
金
女
大
で
働
く
。

特
に
抗
日
戦
争
で
、
校
長
が
後
方
に
撤
退

し
て
か
ら
は
南
京
の
学
園
を
守
る
責
任

を
負
っ
た
。 

 

彼
女
は
学
生
に
は
愛
情
深
く
、
か
つ
厳

し
く
接
し
た
。
毎
日
学
生
と
食
堂
で
昼
食

を
と
り
、
学
生
た
ち
の
状
況
を
理
解
し
、

か
つ
彼
ら
の
会
話
の
訓
練
を
し
た
。
校
内

に
野
菜
畑
を
開
墾
し
、
学
生
た
ち
に
世
話

を
さ
せ
た
。
ま
た
食
後
の
茶
碗
洗
い
や
食

堂
の
掃
除
も
や
ら
せ
た
。
更
に
学
生
た
ち

が
人
々
の
生
活
を
理
解
す
る
よ
う
、
定
期

的
に
、
近
所
の
貧
し
い
子
供
た
ち
に
お
粥

を
施
し
た
。 

 

秀
華
は
そ
れ
を
手
伝
っ
た
日
の
夜
は
、

よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
。
ガ
ツ
ガ
ツ
と
食
べ

る
子
、
一
杯
食
べ
た
ら
も
う
一
杯
と
要
求

す
る
子
ら
の
光
景
に
彼
女
の
心
は
痛
ん

だ
。 

 

学
生
た
ち
は
み
な
華
女
史
が
好
き
で
、

彼
女
の
言
行
や
学
校
の
環
境
に
も
大
き

く
影
響
さ
れ
て
い
た
が
、
宗
教
問
題
で
は

ど
う
し
て
も
共
に
語
れ
な
か
っ
た
。
彼
女

た
ち
は
礼
儀
正
し
く
授
業
を
聞
き
、
聖
歌

隊
に
も
参
加
し
て
い
た
が
、
多
く
の
も
の



は
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。 

 

英
語
力
も
あ
る
秀
華
は
、
友
人
ら
と
華

女
史
に
問
い
か
け
た
。
「
神
が
万
能
で
あ

る
な
ら
、
神
は
な
ぜ
日
本
帝
国
主
義
を
処

罰
し
な
い
の
か
？
」
「
汝
の
右
の
頬
を
ぶ

た
れ
れ
ば
、
左
の
頬
を
差
し
出
せ
と
い
う

が
、
私
た
ち
は
日
本
鬼
子
に
も
そ
う
す
る

の
か
？
」
な
ど
、
華
女
史
に
は
答
え
よ
う

が
な
か
っ
た
。 

 

６ 

姉
の
友
達
と
《
七
姉
妹
》 

 
 

小
宝
の
姉
の
秀
華
は
、
金
女
大
付
属
中

の
比
較
的
自
由
な
環
境
の
中
で
、
外
国
の

放
送
・
新
聞
や
重
慶
テ
レ
ビ
な
ど
に
接
し
、

戦
局
の
状
況
を
知
り
、
友
人
も
で
き
た
。 

 

一
人
は
江
小
英
。
母
は
幼
い
頃
に
童
養

媳
と
し
て
売
ら
れ
、
南
京
に
逃
げ
て
き
た

と
い
う
。
父
は
出
稼
ぎ
に
出
た
っ
き
り
で
、

母
の
住
み
込
み
先
の
金
女
大
教
授
の
励

ま
し
に
よ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
勉
強
し
、
首

席
で
入
学
、
奨
学
金
を
得
た
。 

秀
華
は
初
め
て
彼
女
の
家
を
訪
ね
た

時
、
呆
然
と
し
た
。 

窓
も
な
い
部
屋
に
一
台
の
木
の
ベ
ッ

ド
、
テ
ー
ブ
ル
と
２
個
の
丸
椅
子
。
ド
ア

の
前
に
鍋
が
一
つ
。 

 
な
ぜ
自
分
の
家
は
豊
か
な
の
か
？ 

な
ぜ
彼
女
の
家
が
あ
ん
な
に
貧
し
い
の

か
？ 

世
の
中
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

不
公
平
な
の
か
？ 
色
々
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。 

 

も
う
一
人
は
武
志
華
。
父
は
役
所
の
事

務
員
。
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
男
の
子
風
に

し
て
い
た
。
も
し
自
分
が
男
の
子
だ
っ
た

ら
、
出
産
・
育
児
・
家
事
に
も
関
わ
ら
ず
、

軍
に
も
参
加
で
き
る
の
に
！ 

日
本
鬼

子
と
必
死
に
闘
え
る
の
に
！
と
考
え
て

い
た
。 

 

三
人
は
他
の
四
人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト



と
《
七
姉
妹
》
と
い
う
愛
国
的
グ
ル
ー
プ

を
秘
か
に
結
成
し
、
戦
局
に
つ
い
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
よ
く
し
た
。 

 

１
９
４
０
年
の
夏
休
み
を
郷
里
の
常

州
で
過
ご
し
た
武
志
華
は
、
小
学
校
教
師

の
康
琴
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
。
休
暇

中
に
度
々
会
い
、
《
七
姉
妹
》
の
こ
と
な

ど
を
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
年
上
の
康
琴

は
彼
女
た
ち
の
自
発
的
な
行
為
に
感
心

し
つ
つ
、
少
数
の
積
極
的
分
子
で
、
多
く

の
学
生
と
つ
な
が
り
は
な
く
、
政
治
的
方

向
性
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
青
年
学
生
の

中
に
も
、
抗
日
闘
争
へ
の
積
極
性
が
埋
も

れ
て
い
る
こ
と
を
つ
か
ん
だ
。 

彼
女
は
最
後
に
、
自
分
が
新
四
軍
中
共

地
区
委
員
会
の
幹
部
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
た
。 

 

康
琴
は
《
七
姉
妹
》
の
メ
ン
バ
ー
に
そ

れ
を
伝
え
た
。
そ
し
て
彼
女
は
小
学
校
教

師
と
し
て
南
京
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
中
国
共
産
党
が
抗
日
下
の

南
京
に
設
立
し
た
最
初
の
地
下
党
組
織
、

南
京
市
特
別
党
支
部
が
誕
生
し
た
。 

 

１
９
４
１
年
の
冬
休
み
、
江
小
英
が
最

初
の
地
下
党
員
と
な
っ
た
。
彼
女
が
一
晩

中
眠
ら
ず
に
考
え
た
こ
と
ー
ー
小
さ
い

頃
よ
く
お
腹
が
す
き
、
夜
中
に
目
が
覚
め

た
こ
と
、
貧
乏
で
三
人
の
兄
の
病
気
を
治

せ
ず
、
両
親
が
近
く
の
山
に
埋
め
た
こ
と

等
。
更
に
祖
国
が
遭
遇
し
て
い
る
こ
と
。 

た
く
さ
ん
の
人
が
日
本
鬼
子
に
連
行

さ
れ
、
埋
め
ら
れ
た
こ
と
。
多
く
の
婦
女

が
強
姦
さ
れ
自
殺
し
た
こ
と
。
こ
れ
か
ら

の
自
分
は
、
母
の
娘
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

共
産
党
と
い
う
母
の
娘
、
女
戦
士
で
あ
る

と
思
っ
た
。 

も
う
孤
立
し
た
一
人
の
女
の
子
で
は

な
く
、
多
く
の
隊
列
の
一
人
の
兵
士
で
あ

る
と
。 

 

ま
も
な
く
、
武
志
華
も
入
党
し
、
日
本



統
治
下
の
南
京
に
小
さ
な
灯
が
と
も
さ

れ
た
。 

  
 

７ 

初
め
て
の
上
海 

 

日
本
軍
は
南
京
占
領
後
、
国
民
政
府
の

投
降
派
と
手
を
結
び
、
や
が
て
１
９
４
０

年
３
月
、
汪
精
衛
が
南
京
に
「
国
民
政
府
」

を
設
立
し
た
。 

小
宝
は
小
６
の
春
休
み
（
４
月
）
、
商

用
の
父
に
つ
い
て
初
め
て
上
海
に
行
っ

た
。
大
叔
父
さ
ん
の
家
で
従
兄
の
希
虎
に

会
っ
た
。
有
名
な
江
蘇
省
立
上
海
中
学
校

（
省
上
中
）
に
通
う
高
校
生
で
あ
る
。 

希
虎
は
、
も
う
す
ぐ
中
学
生
に
な
る
小

宝
に
希
鷹
の
様
子
も
尋
ね
、
『
二
人
で
遊

ぶ
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
勉
強
し
、
中
国

の
将
来
に
も
関
心
を
も
た
な
く
て
は
ね
』

と
言
っ
た
。
す
る
と
小
宝
は
『
僕
た
ち
、

日
章
旗
を
見
る
と
す
ご
く
悲
し
く
な
る
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
話
し
て
い
る
ん
だ
。
』

と
前
置
き
し
て
、
二
人
の
「
初
め
て
の
抗

日
の
闘
い
」
を
話
し
た
。 

汪
精
衛
政
府
が
成
立
し
た
日
の
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
壁
に
、
「
日
本
帝

国
主
義
打
倒
！
」
「
売
国
奴
汪
精
衛
を
打

ち
倒
せ
！
」
「
中
華
民
族
万
歳
！
」
と
た

ど
た
ど
し
い
文
字
の
一
枚
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
貼
ら
れ
た
。
誰
も
破
る
も
の
は
い
な

か
っ
た
。
二
人
は
、
み
ん
な
の
反
応
を
み

て
喜
ん
だ
。 

 

『
君
た
ち
は
ホ
ン
ト
、
た
い
し
た
も
の

だ
な
。
そ
ん
な
幼
い
年
齢
で
闘
い
始
め
る

と
は
。
で
も
、
み
ん
な
が
す
ぐ
に
闘
い
に

参
加
す
る
と
期
待
し
て
は
い
け
な
い
よ
。

慎
重
に
な
！
』
と
興
奮
し
て
言
っ
た
。 

 

『
僕
た
ち
も
た
だ
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
し

て
い
る
だ
け
で
、
日
本
鬼
子
な
ん
か
倒
せ

な
い
。』 

 

『
当
た
り
前
だ
よ
。
す
ぐ
に
倒
せ
る
も



の
じ
ゃ
な
い
よ
。』 

 

翌
日
、
今
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
移
っ
て

い
る
学
校
を
案
内
し
な
が
ら
、
希
虎
は
自

分
た
ち
の
闘
い
に
つ
い
て
話
し
た
。 

 

『
省
上
中
に
は
「
学
協
」
と
い
う
抗
日

組
織
が
あ
り
、
多
分
上
海
の
中
学
校
で
は

一
番
だ
。
日
本
人
は
上
海
を
占
領
し
て
い

る
が
、
蘇
州
河
以
南
の
公
共
租
界
と
フ
ラ

ン
ス
租
界
は
、
ま
だ
英
仏
政
府
の
管
理
下

に
あ
る
。 

中
学
・
高
校
に
は
み
な
ク
ラ
ス
会
が
あ

り
、
ク
ラ
ス
連
合
会
は
進
歩
勢
力
に
指
導

さ
れ
て
い
る
。
国
民
党
の
青
団
は
あ
る
が
、

ま
だ
大
き
な
勢
力
で
な
く
、
協
力
し
て
共

に
闘
っ
て
い
る
。
読
書
会
や
授
業
な
ど
で
、

様
々
な
議
論
も
し
た
。 

孫
中
山
先
生
の
「
革
命
未
だ
成
ら
ず
。

同
志
は
な
お
努
力
を
！
」
の
呼
び
か
け
に

応
え
、
汪
精
衛
政
府
成
立
の
日
か
ら
３
日

間
の
授
業
放
棄
を
決
定
し
た
。
全
学
の
学

生
千
人
が
集
会
を
開
き
、
追
及
さ
れ
た
二

人
の
教
師
は
学
校
を
去
っ
た
。』 

 

『
ス
ゴ
イ
！ 

僕
た
ち
も
南
京
に
戻
っ

た
ら
・
・
』
と
勢
い
づ
く
小
宝
に
、
希
虎

は
『
君
た
ち
に
は
上
海
租
界
の
よ
う
な
環

境
は
な
い
。
や
り
方
が
ま
ず
け
れ
ば
、
す

ぐ
に
逮
捕
さ
れ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
一
日
一

日
積
み
上
げ
て
い
く
困
難
な
仕
事
な
ん

だ
。
大
衆
の
自
覚
も
支
持
も
な
く
、
た
だ

少
数
の
者
の
み
に
頼
っ
て
、
考
え
な
し
に

や
っ
て
は
い
け
な
い
。
慎
重
に
ね
。』 

 

小
宝
は
自
分
は
ま
だ
ま
だ
幼
稚
だ 

と
思
っ
た
。 

 

８ 

抗
日
へ
、
若
者
た
ち
の
決
意 

  

１
９
３
８
年
の
夏
、
共
産
党
主
力
の
新

四
軍
の
部
隊
は
ゲ
リ
ラ
戦
に
よ
り
各
地

に
根
拠
地
を
設
け
た
。
秀
華
ら
「
七
姉
妹
」

は
武
志
華
の
案
内
で
近
く
の
遊
撃
区
を



訪
れ
た
。
秀
華
は
興
奮
し
て
そ
れ
を
小
宝

に
話
し
た
。 

 

林
家
の
店
員
に
も
動
き
が
あ
っ
た
。
小

王
と
小
陸
の
二
人
が
、
南
京
の
対
岸
の
六

合
に
行
き
、
遊
撃
隊
に
参
加
す
る
と
伝
え

た
。 

 

小
陸
は
『
ね
え
秀
華
、
僕
は
父
母
が
誰

か
も
わ
か
ら
な
い
孤
児
だ
と
知
っ
て
い

る
で
し
ょ
。
１
０
歳
で
親
戚
に
連
れ
ら
れ

南
京
に
来
た
。
幸
い
大
旦
那
さ
ん
に
引
き

取
ら
れ
、
成
人
ま
で
育
て
て
下
さ
っ
た
。

御
恩
は
一
生
忘
れ
な
い
。
で
も
綿
糸
・
綿

布
は
日
本
軍
に
統
制
さ
れ
、
こ
の
店
も
倒

産
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
鬼
子
の
残

虐
行
為
も
随
分
見
て
、
こ
の
国
を
何
と
か

し
て
救
い
た
い
。
前
は
国
民
党
と
蒋
介
石

を
信
じ
て
い
た
。
で
も
国
民
党
で
は
決
し

て
我
が
国
を
救
え
な
い
と
、
思
え
て
き
た
。

愛
国
的
な
抗
日
の
店
員
た
ち
と
一
緒
に

新
四
軍
に
身
を
寄
せ
る
。
彼
ら
が
本
当
に

抗
日
で
あ
る
な
ら
、
彼
ら
の
所
で
や
る
。

も
し
理
想
通
り
で
な
い
な
ら
、
自
分
た
ち

で
隊
伍
を
組
み
ゲ
リ
ラ
戦
を
や
る
。
』
と

言
っ
た
。 

 

小
王
も
『
妹
は
日
本
鬼
子
に
辱
め
ら
れ
、

自
ら
命
を
絶
っ
た
。
母
も
首
を
吊
っ
て
死

ん
だ
。
僕
に
は
も
う
家
は
な
く
、
肉
親
も

失
っ
た
。
祖
国
が
日
本
鬼
子
に
蹂
躙
さ
れ

て
い
る
の
に
、
一
人
前
の
男
と
し
て
何
も

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
遊
撃
隊
に

参
加
す
べ
き
だ
と
思
う
。
妹
と
母
の
仇
を

討
つ
。
中
国
人
民
の
為
に
仇
を
討
ち
に
行

く
。』
と
。 

 

母
と
妹
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
あ
ま
り

し
ゃ
べ
ら
ず
、
恨
み
を
心
の
底
に
し
ま
っ

て
い
た
小
王
の
言
葉
に
秀
華
は
感
動
し
、

幾
ば
く
か
の
お
金
を
差
し
出
し
た
。 

 

店
主
の
林
明
卿
は
彼
ら
の
残
し
た
手

紙
を
読
み
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
子
た
ち
は
見
込
み
が
あ
る
と
思
っ
た
。 



 
林
家
の
料
理
番
の
李
老
三
の
家
は
六

合
に
あ
り
、
彼
は
ニ
、
三
ヶ
月
は
家
を
見

に
、
ま
た
お
金
を
届
け
に
帰
っ
て
い
た
。 

戻
っ
て
く
る
と
秀
華
や
小
宝
に
、
《
老

四
》
《
四
爺
》
が
農
村
で
ど
う
し
て
い
る

か
、
農
民
を
手
伝
っ
て
稲
を
植
え
、
水
を

汲
み
、
薪
を
伐
る
な
ど
し
て
、
農
民
た
ち

が
彼
を
自
分
の
子
弟
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。 

家
に
は
年
老
い
た
母
一
人
。
新
四
軍
は

母
を
よ
く
世
話
し
て
く
れ
た
。
《
老
四
》

《
四
爺
》
は
農
民
た
ち
の
、
新
四
軍
に
対

す
る
愛
称
で
あ
っ
た
。
母
も
、
彼
が
新
四

軍
に
参
加
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。
郷
里

の
傀
儡
軍
も
村
長
も
表
面
は
日
本
鬼
子

に
恰
好
を
つ
け
て
い
る
が
、
実
際
に
は
抗

日
の
た
め
に
働
き
、
《
老
四
》
の
指
揮
に

従
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

（
訳
註
）
華
中
・
華
南
の
根
拠
地
の
紅
軍
が
国
民

党
軍
の
攻
撃
を
避
け
、
長
征
に
出
た
後
、
各
地
の
残

留
部
隊
が
国
民
党
政
府
の
承
認
を
受
け
、「
新
四
軍
」

を
結
成
し
た
。 

 
 

９ 

「
団
結
救
国
社
」
の
誕
生 

 
 

そ
の
地
区
の
新
四
軍
幹
部
の
康
琴
は
、

南
京
に
教
師
と
し
て
来
て
か
ら
、
秀
華
の

友
人
の
江
少
英
と
武
志
華
の
二
人
を
党

員
に
迎
え
た
が
、
茅
山
根
拠
地
で
学
ん
だ

こ
と
を
ど
う
活
か
す
か
、
必
死
に
考
え
た
。 

中
国
共
産
党
は
１
９
２
１
年
に
上
海

で
産
声
を
あ
げ
、
南
京
で
は
こ
れ
ま
で
に

８
回
も
委
員
会
が
生
ま
れ
た
が
、
全
て
失

敗
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。 

そ
れ
は
敵
の
力
が
強
か
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
あ
ま
り
に
も
「
左
翼
的
」
な
方

針
で
、
民
衆
と
か
け
離
れ
て
い
た
こ
と
。

周
恩
来
は
若
者
た
ち
が
「
勉
学
に
励
み
、

仕
事
に
励
み
、
広
く
友
人
と
交
わ
る
」
よ

う
に
提
起
し
た
。
い
か
に
合
法
的
に
民
衆

を
団
結
さ
せ
る
か
？ 

力
を
蓄
え
さ
せ

る
か
？ 

 



 
二
人
に
相
談
し
、
中
央
大
学
の
愛
国
的

青
年
と
金
女
大
付
属
中
の
女
学
生
を
、
一

つ
の
抗
日
地
下
組
織
に
結
集
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。 

こ
う
し
て
１
９
４
１
年
の
夏
、
《
団
結

救
国
社
》
と
い
う
秘
密
組
織
が
誕
生
し
た
。

青
年
た
ち
は
康
琴
が
根
拠
地
か
ら
持
っ

て
来
た
毛
沢
東
の
『
持
久
戦
論
』
や
艾
思

奇
の
『
大
衆
哲
学
』
な
ど
の
本
を
む
さ
ぼ

り
読
み
、
議
論
し
た
。
ま
た
『
新
知
識
』

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
抗
日

の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。 

 

秀
華
は
二
階
の
一
番
奥
の
部
屋
に
一

人
で
住
ん
で
い
る
の
で
、
夜
に
重
慶
と
延

安
の
放
送
を
聞
き
、
ニ
ュ
ー
ス
に
し
て
自

分
で
蝋
原
紙
を
切
っ
た
。
そ
れ
を
小
宝
が

任
建
（
中
央
大
学
の
学
生
）
の
所
に
持
っ

て
い
き
、
任
建
が
小
冊
子
に
印
刷
し
た
。 

小
宝
は
姉
が
ラ
ジ
オ
を
聴
き
ガ
リ
切

り
し
て
い
る
間
、
入
口
で
見
守
っ
た
。
い

つ
の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
う
小
宝
に
秀

華
は
濃
い
お
茶
を
飲
ま
せ
た
。
そ
れ
は
彼

の
習
慣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

袁
倫
（
同
じ
く
中
央
大
学
生
）
も
秀
華

に
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
、
万
に
一
つ
の

失
敗
も
な
い
よ
う
に
と
言
い
聞
か
せ
た
。 

も
し
日
本
憲
兵
隊
が
捜
査
に
来
た
ら
、

ラ
ジ
オ
、
ヤ
ス
リ
板
、
蝋
原
紙
を
ど
う
う

ま
く
隠
す
か
、
ど
う
や
っ
て
眠
っ
た
ふ
り

を
す
る
か
な
ど
考
え
、
実
地
訓
練
も
し
た
。

こ
の
印
刷
物
が
日
本
鬼
子
に
見
つ
か
っ

た
ら
死
刑
に
な
る
筈
だ
っ
た
。 

 

１
９
４
２
年
夏
か
ら
ソ
連
の
ス
タ
ー

リ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
戦
が
始
ま
り
、
全
世

界
が
注
目
し
た
。
秀
華
は
『
新
知
識
』
の

中
で
こ
の
戦
い
を
追
っ
た
。
小
宝
の
心
も

そ
れ
に
従
い
揺
れ
た
。 

 

《
団
結
救
国
社
》
の
メ
ン
バ
ー
は
、
よ

く
郊
外
遠
足
に
出
か
け
議
論
し
た
、
小
宝

も
従
兄
の
希
鷹
と
一
緒
に
傍
で
遊
び
戯



れ
、
警
戒
に
当
た
っ
た
。 

印
刷
物
を
ど
う
や
っ
て
届
け
る
か
は
、

厄
介
だ
っ
た
。
少
年
二
人
は
「
吉
田
洋
行
」

と
い
う
ハ
ン
コ
を
彫
り
、
包
装
し
住
所
を

書
き
、
そ
の
印
を
押
し
た
。 

夕
食
後
、
大
き
な
カ
バ
ン
を
背
負
っ
た

二
人
は
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
一
個
ず
つ
入
れ

て
い
き
、
一
人
が
見
張
り
役
を
し
た
。
当

時
は
ま
だ
郵
便
局
か
ら
一
度
に
送
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
） 


